
































































設置した。電極の間隔は 1.0cm とした。 










の濃度が約 50 ㎎/L になるように炭酸アンモニウムを水
道水に溶かして調製した。実験に用いた水量は 3.0L であ











2.2.1 実験装置 2 
 本実験に用いた実験装置 2 の概略図を図 3 に示す。こ





本実験は、供試水として約 922.517 ㎎ NO3--N /L の硝酸
カリウム溶液を用い、印加電圧 30.0V で、印加電流値

















3.1.1 pH の経時変化 





図 4 に示したように、印加電圧 10.0V では、通電時間
の経過につれ、pH の変化は少なかった。一方、印加電圧





 図 5 に、グローブボックス内空気中のアンモニアガス
の経時変化を示す。 
図 5 に示したように、炭酸アンモニウム溶液に通電す
図 2 実験装置 1 の概略図 











10.0V では 1.6ppm で、約 0.29 ㎎であり、印加電圧 30.0V
では 3.0ppm で、約 0.53 ㎎であった。印加電圧が高くな
るほどアンモニアガスの発生量は多くなった。
3.1.3 水中アンモニウム態窒素の変化 





り、印加電圧 10.0V では 6.84 ㎎であり、印加電圧 30.0V
では 19.74 ㎎であった。
3.1.4 硝酸態窒素の変化 





































































































0.50mg、印加電圧 30.0V の場合では 0.95mg の硝酸態窒素
が検出された。 
3.1.5 全窒素の変化 





























Effect of Energization on Nitrogen in Water Purification 
Yoshie TANIMURA
In this study, the following findings were obtained as a result of energizing the artificially prepared ammonium carbonate 
solution and potassium nitrate solution. 
(1) By energizing the ammonium carbonate solution, a part of ammonium ions in the solution changes into the ammonia gas
and diffuses into air, and a part of ammonium ions changes into the nitric acid and exists as nitrate-nitrogen in water. 
(2) By energizing the potassium nitrate solution, nitrate-nitrogen in the solution decreases.
図 8 水中全窒素の変化 
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通電前 通電後
水量（ｍｌ） 1000 775
ｐＨ（-） 7.22 6.96
電気伝導度（μＳ/ｃｍ） 358 385
硝酸態窒素（ｍｇ/ｌ） 922.517 735.232
表1　硝酸カリウム溶液に通電した結果
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